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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線およびデータ線の交差に対応して配置された画素と、
　右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体視用眼鏡と、
　前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉状態に制御
する眼鏡制御部とを具備し、
　右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を複数
本単位で選択するとともに前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの双方を閉
状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記右眼用シャッター
を開状態および前記左眼用シャッターを閉状態にし、
　左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を複数
本単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよび前記右眼用シャッターの双方を閉
状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記左眼用シャッター
を開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にする
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　走査線およびデータ線の交差に対応して配置された画素と、
　右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体視用眼鏡と、
　前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉状態に制御
する眼鏡制御部とを具備し、
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　右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記右眼用シャッターを
開状態および前記左眼用シャッターを閉状態にし、
　左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよび前記右眼用シャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記左眼用シャッターを
開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にする
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項３】
　走査線およびデータ線の交差に対応して配置された画素と、
　右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体視用眼鏡と、
　前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉状態に制御
する眼鏡制御部とを具備し、
　右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択するとともに前記右眼用
シャッターを開状態および前記左眼用シャッターを閉状態にし、
　左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよび前記右眼用シャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択するとともに前記左眼用
シャッターを開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にする
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項４】
　走査線およびデータ線の交差に対応して配置された画素と、
　第１のシャッターと第２のシャッターとを含む眼鏡と、
　前記第１のシャッターおよび前記第２のシャッターの各々を開状態または閉状態に制御
する眼鏡制御部とを具備し、
　第１の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を複数
本単位で選択するとともに前記第１のシャッターおよび前記第２のシャッターの双方を閉
状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記第１のシャッター
を開状態および前記第２のシャッターを閉状態にし、
　第２の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を複数
本単位で選択するとともに前記第２のシャッターおよび前記第１のシャッターの双方を閉
状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記第２のシャッター
を開状態および前記第１のシャッターを閉状態にする
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項５】
　走査線およびデータ線の交差に対応して配置された画素と、
　第１のシャッターと第２のシャッターとを含む眼鏡と、
　前記第１のシャッターおよび前記第２のシャッターの各々を開状態または閉状態に制御
する眼鏡制御部とを具備し、
　第１の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記第１のシャッターおよび前記第２のシャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択するとともに前記第１の
シャッターを開状態および前記第２のシャッターを閉状態にし、
　第２の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記第２のシャッターおよび前記第１のシャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択するとともに前記第２の
シャッターを開状態および前記第１のシャッターを閉状態にする
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　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の電気光学装置を具備する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、観察者が立体感を知覚するように相互に視差が付与された右眼用画像と左眼
用画像とを表示する技術に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　右眼用画像と左眼用画像とを時分割で交互に表示するフレームシーケンシャル方式の立
体視方法が従来から提案されている。右眼用画像および左眼用画像の一方が他方に書き換
えられる期間では右眼用画像と左眼用画像とが混在するから、観察者が画像を視認すると
立体視画像を明確に認識することが困難になる。この問題を解消するため、例えば特許文
献１には、右眼用画像および左眼用画像の一方を他方に書き換える期間（すなわち右眼用
画像と左眼用画像とが混在する期間）において立体視用眼鏡の右眼用シャッタおよび左眼
用シャッタの双方を閉状態として観察者に画像を視認させない技術が開示されている。
【０００３】
　具体的には、図２１に示すように、右眼用画像に対応する右単位期間と左眼用画像に対
応する左単位期間とが交互に設定される。右単位期間の前半期間では表示画像が左眼用画
像から右眼用画像に更新されるとともに後半期間では右眼用画像が表示され、左単位期間
の前半期間では表示画像が右眼用画像から左眼用画像に更新されるとともに後半期間では
左眼用画像が表示される。右単位期間および左単位期間の各々の前半期間（すなわち右眼
用画像と左眼用画像とが混在する期間）では、右眼用シャッターおよび左眼用シャッター
の双方が閉状態に制御される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２５４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の構成のもとでは、利用者が実際に画像を視認できる期間が、右単
位期間および左単位期間の各々における後半期間（すなわち約半分）に制限される。した
がって、表示画像の明度を充分に確保することが困難であるという問題がある。以上の事
情を考慮して、本発明は、右眼用画像と左眼用画像との混在が利用者に知覚されることを
抑制しながら表示画像の明るさを向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、右眼用シャッターと左眼用シ
ャッターとを含む立体視用眼鏡で立体視される右眼用画像と左眼用画像とを表示する電気
光学装置であって、　複数の走査線および複数のデータ線の各交差に対応して配置されて
前記走査線の選択時に前記データ線に供給される階調電位に応じた階調を各々が表示する
複数の画素回路と、前記各走査線を選択する走査線駆動回路と、前記各データ線に階調電
位を供給するデータ線駆動回路と、前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの
各々を開状態または閉状態に制御する眼鏡制御回路とを具備し、前記右眼用画像に対応す
る右単位期間と前記左眼用画像に対応する左単位期間とが交互に設定され、前記各右単位
期間のうち、前記走査線駆動回路が前記複数の走査線を複数本単位で選択するとともに前
記データ線駆動回路が前記右眼用画像に対応する階調電位を前記各データ線に供給する画
像更新期間の少なくとも一部において、前記眼鏡制御回路が前記右眼用シャッターおよび



(4) JP 5664017 B2 2015.2.4

10

20

30

40

50

前記左眼用シャッターの双方を閉状態に制御し、前記画像更新期間の経過後の表示期間に
おいて、前記眼鏡制御回路が前記右眼用シャッターを開状態に制御するとともに前記左眼
用シャッターを閉状態に制御し、前記各左単位期間のうち、前記走査線駆動回路が前記複
数の走査線を複数本単位で選択するとともに前記データ線駆動回路が前記左眼用画像に対
応する階調電位を前記各データ線に供給する画像更新期間の少なくとも一部において、前
記眼鏡制御回路が前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの双方を閉状態に制
御し、前記画像更新期間の経過後の表示期間において、前記眼鏡制御回路が前記左眼用シ
ャッターを開状態に制御するとともに前記右眼用シャッターを閉状態に制御する。
【０００７】
　以上の構成では、画像更新期間においては走査線が複数本単位で選択されてデータ線に
階調電位が供給されるので、画像更新期間において走査線が１本単位で選択される構成と
比較して、右眼用シャッターおよび左眼用シャッターの双方が閉状態に設定される期間を
少なくとも一部に含む画像更新期間の時間長が短縮される。したがって、観察者が認識す
る表示画像の明るさを向上することが可能である。
【０００８】
　本発明の好適な態様では、前記各右単位期間の前記表示期間において、前記走査線駆動
回路が前記複数の走査線を１本ずつ順次に選択し、前記データ線駆動回路が前記右眼用画
像に対応する階調電位を前記各データ線に供給し、前記各左単位期間の前記表示期間にお
いて、前記走査線駆動回路が前記複数の走査線を１本ずつ順次に選択し、前記データ線駆
動回路が前記左眼用画像に対応する階調電位を前記各データ線に供給する。
　以上の態様においては、表示期間において走査線が１本ずつ順次に選択されてデータ線
から階調電位が供給されることにより、画像更新期間における走査線の複数本選択により
生じた表示画像の縦方向の解像度の低下が解消される。したがって、表示画像の解像度の
低下が観察者に視認されないという利点がある。
【０００９】
　本発明の好適な態様では、前記各右単位期間の前記画像更新期間において、前記データ
線駆動回路が、前記複数本単位で選択された走査線のうち第１の走査線に対応する各画素
回路の指定階調に応じた電位を前記各データ線に供給し、前記各右単位期間のうち前記表
示期間において、前記複数本単位で選択された走査線のうち前記第１の走査線以外の第２
の走査線を順次に選択し、前記各左単位期間のうち前記画像更新期間において、前記デー
タ線駆動回路が、前記複数本単位で選択された走査線のうち第１の走査線に対応する各画
素回路の指定階調に応じた電位を前記各データ線に供給し、前記各左単位期間のうち前記
表示期間において、前記複数本単位で選択された走査線のうち前記第１の走査線以外の第
２の走査線を順次に選択する。
　以上の態様においては、画像更新期間の終点で解像度の低い画像が表示された後、画像
更新期間において供給されなかった階調電位が表示期間において補完的に供給されること
により、表示画像の解像度の低下が解消される。この態様における表示期間においては、
第１の走査線が選択されないから、表示期間において走査線を１本ずつ選択する態様と比
較して、表示期間が短くなる。したがって、目標解像度の画像が表示されるまでの時間を
短縮することが可能である。
【００１０】
　本発明の好適な態様では、前記各右単位期間のうち前記画像更新期間において、前記デ
ータ線駆動回路が、前記複数本単位で選択された走査線のうち第１の走査線に対応する各
画素回路の指定階調に応じた電位を前記各データ線に供給し、前記各右単位期間のうち前
記表示期間において、前記複数本単位で選択された走査線のうち前記第１の走査線以外の
第２の走査線を順次に選択した後、前記走査線駆動回路が前記複数の走査線を１本ずつ順
次に選択し、前記データ線駆動回路が前記右眼用画像に対応する階調電位を前記各データ
線に供給し、前記各左単位期間のうち前記画像更新期間において、前記データ線駆動回路
が、前記複数本単位で選択された走査線のうち第１の走査線に対応する各画素回路の指定
階調に応じた電位を前記各データ線に供給し、前記各左単位期間のうち前記表示期間にお
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いて、前記複数本単位で選択された走査線のうち前記第１の走査線以外の第２の走査線を
順次に選択した後、前記走査線駆動回路が前記複数の走査線を１本ずつ順次に選択し、前
記データ線駆動回路が前記左眼用画像に対応する階調電位を前記各データ線に供給する。
　以上の態様においては、表示期間において、まず第２の走査線が順次に選択されて階調
電位の供給が行われ、その後に複数の走査線が順次に選択されて階調電位の供給が行われ
る。したがって、目標解像度の画像が表示されるまでの時間が短縮されるとともに、表示
期間が延長されて観察者が認識する表示画像の明るさがより向上する。
【００１１】
　本発明の好適な態様では、前記各右単位期間の前記表示期間において、前記走査線駆動
回路が前記複数の走査線を複数本単位で選択し、前記データ線駆動回路が前記右眼用画像
に対応する階調電位を前記各データ線に供給し、前記各左単位期間の前記表示期間におい
て、前記走査線駆動回路が前記複数の走査線を複数本単位で選択し、前記データ線駆動回
路が前記左眼用画像に対応する階調電位を前記各データ線に供給する。
　以上の態様においては、走査線駆動回路が１本ずつ走査線を選択する必要がない。した
がって、走査線駆動回路の駆動能力が低くても右眼用画像および左眼用画像を表示するこ
とが可能である。
【００１２】
　本発明の好適な態様において、前記走査線駆動回路は、Ｋ系統の制御パルスを順次に出
力する信号生成回路と、前記Ｋ系統の制御パルスの各々と許可信号との論理積を、前記走
査線の選択／被選択を示す走査信号として前記走査線に出力するＫ個の論理回路とを含み
、前記画像更新期間において前記Ｋ系統の制御パルスが相互に重複するように前記信号生
成回路を制御するとともに前記Ｋ系統の制御パルスの重複期間内に前記Ｋ個の論理回路の
各々の許可信号を並列にアクティブレベルに設定し、かつ、前記表示期間において前記Ｋ
系統の制御パルスが順次に出力されるように前記信号生成回路を制御するとともに前記各
転送パルスに対応する選択期間毎に、前記各論理回路に供給される許可信号を順次にアク
ティブレベルに設定する制御回路を具備する。
　以上の構成においては、許可信号の各々を制御することで、同時に選択できる走査線の
本数を任意に切り替えることが可能である。
【００１３】
　また、以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、走査線およびデータ線
の交差に対応して配置された画素と、前記走査線を選択する走査線駆動部と、前記データ
線を介して前記画素に右眼用画像または左眼用画像に対応する電位を供給するデータ線駆
動部と、右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体視用眼鏡と、前記右眼用シャ
ッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉状態に制御する眼鏡制御部と
を具備し、前記右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する右単位期間の内の第１の
右単位期間において、前記走査線を複数本単位で選択するとともに前記右眼用シャッター
および前記左眼用シャッターの双方を閉状態にし、前記第１の右単位期間の後の第２の右
単位期間において、前記右眼用シャッターを開状態および前記左眼用シャッターを閉状態
にし、前記左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する左単位期間の内の第１の左単
位期間において、前記走査線を複数本単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよ
び前記右眼用シャッターの双方を閉状態にし、前記第１の左単位期間の後の第２の左単位
期間において、前記左眼用シャッターを開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にす
る。
　本発明の好適な態様では、前記第２の右単位期間において、前記走査線を１本単位で選
択し、前記第２の左単位期間において、前記走査線を１本単位で選択する。
　本発明の好適な態様では、前記第１の右単位期間において、前記走査線を２本単位で選
択し、前記第２の右単位期間において、前記走査線を１本単位で選択し、前記第１の左単
位期間において、前記走査線を２本単位で選択し、前記第２の左単位期間において、前記
走査線を１本単位で選択する。
　本発明の好適な態様では、前記第１の右単位期間において、前記走査線を２本単位で選
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択し、前記第２の右単位期間において、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択し、前
記第１の左単位期間において、前記走査線を２本単位で選択し、前記第２の左単位期間に
おいて、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択する。
　また、以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、走査線およびデータ線
の交差に対応して配置された画素と、右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体
視用眼鏡と、前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉
状態に制御する眼鏡制御部とを具備し、右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する
単位期間において、前記走査線を複数本単位で選択するとともに前記右眼用シャッターお
よび前記左眼用シャッターの双方を閉状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選
択するとともに前記右眼用シャッターを開状態および前記左眼用シャッターを閉状態にし
、
　左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を複数
本単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよび前記右眼用シャッターの双方を閉
状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記左眼用シャッター
を開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にする。
　また、以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、走査線およびデータ線
の交差に対応して配置された画素と、右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体
視用眼鏡と、前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉
状態に制御する眼鏡制御部とを具備し、右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する
単位期間において、前記走査線を２本単位で選択するとともに前記右眼用シャッターおよ
び前記左眼用シャッターの双方を閉状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択
するとともに前記右眼用シャッターを開状態および前記左眼用シャッターを閉状態にし、
　左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２本
単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよび前記右眼用シャッターの双方を閉状
態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記左眼用シャッターを
開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にする。
　また、以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、走査線およびデータ線
の交差に対応して配置された画素と、右眼用シャッターと左眼用シャッターとを含む立体
視用眼鏡と、前記右眼用シャッターおよび前記左眼用シャッターの各々を開状態または閉
状態に制御する眼鏡制御部とを具備し、右眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する
単位期間において、前記走査線を２本単位で選択するとともに前記右眼用シャッターおよ
び前記左眼用シャッターの双方を閉状態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうち
の１本を選択するとともに前記右眼用シャッターを開状態および前記左眼用シャッターを
閉状態にし、左眼用画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走
査線を２本単位で選択するとともに前記左眼用シャッターおよび前記右眼用シャッターの
双方を閉状態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択するとともに
前記左眼用シャッターを開状態および前記右眼用シャッターを閉状態にする。
　また、以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、走査線およびデータ線
の交差に対応して配置された画素と、第１のシャッターと第２のシャッターとを含む眼鏡
と、前記第１のシャッターおよび前記第２のシャッターの各々を開状態または閉状態に制
御する眼鏡制御部とを具備し、第１の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間
において、前記走査線を複数本単位で選択するとともに前記第１のシャッターおよび前記
第２のシャッターの双方を閉状態にし、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択すると
ともに前記第１のシャッターを開状態および前記第２のシャッターを閉状態にし、第２の
画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を複数本単位で
選択するとともに前記第２のシャッターおよび前記第１のシャッターの双方を閉状態にし
、しかる後に、前記走査線を１本単位で選択するとともに前記第２のシャッターを開状態
および前記第１のシャッターを閉状態にする。
　また、以上の課題を解決するために、本発明の電気光学装置は、走査線およびデータ線
の交差に対応して配置された画素と、第１のシャッターと第２のシャッターとを含む眼鏡
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と、前記第１のシャッターおよび前記第２のシャッターの各々を開状態または閉状態に制
御する眼鏡制御部とを具備し、第１の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間
において、前記走査線を２本単位で選択するとともに前記第１のシャッターおよび前記第
２のシャッターの双方を閉状態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を
選択するとともに前記第１のシャッターを開状態および前記第２のシャッターを閉状態に
し、第２の画像に対応する電位を前記画素に供給する単位期間において、前記走査線を２
本単位で選択するとともに前記第２のシャッターおよび前記第１のシャッターの双方を閉
状態にし、しかる後に、前記走査線を前記２本のうちの１本を選択するとともに前記第２
のシャッターを開状態および前記第１のシャッターを閉状態にする。
　以上の各態様に係る電気光学装置は、表示体として各種の電子機器に採用される。
 
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る電子機器の構成図である。
【図２】本発明の画素回路の構成例を示す図である。
【図３】電子光学装置の動作例の説明図である。
【図４】駆動のタイムチャートの例を示す図である。
【図５】立体視画像の表示例を示す図である。
【図６】立体視画像の表示例を示す図である。
【図７】電子光学装置の他の動作例の説明図である。
【図８】駆動のタイムチャートの例を示す図である。
【図９】立体視画像の表示例を示す図である。
【図１０】電子光学装置の他の動作例の説明図である。
【図１１】走査線駆動回路の模式図である。
【図１２】走査線駆動回路を用いた駆動のタイムチャートの例を示す図である。
【図１３】走査線駆動回路を用いた駆動のタイムチャートの例を示す図である。
【図１４】走査線駆動回路を用いた駆動のタイムチャートの例を示す図である。
【図１５】データ線駆動回路の模式図である。
【図１６】電子光学装置の動作の変形例を示す図である。
【図１７】階調電位の書込極性の例を示す図である。
【図１８】電子光学装置を用いた電子機器の例を示す図である。
【図１９】電子光学装置を用いた電子機器の例を示す図である。
【図２０】電子光学装置を用いた電子機器の例を示す図である。
【図２１】従来の技術における立体視動作の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
＜Ａ：第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係る電子機器Ｅのブロック図である。電子機器Ｅは、
観察者に立体感を知覚させる立体視画像をフレームシーケンシャル方式で表示する。図１
に示すとおり、電子機器Ｅは立体視用眼鏡１０と電気光学装置２０とを具備する。
【００１６】
　図１の立体視用眼鏡１０は、電気光学装置２０が表示する立体視画像の視認時に観察者
が装着する眼鏡型の器具であり、観察者の右眼の前方に位置する右眼用シャッター１２と
左眼の前方に位置する左眼用シャッター１４とを含んで構成される。右眼用シャッター１
２および左眼用シャッター１４の各々は、照射光を透過させる開状態と照射光を遮断する
閉状態とに制御される。例えば印加電圧に応じた液晶の配向方向に応じて開状態および閉
状態の一方から他方に変化する液晶シャッターが右眼用シャッター１２および左眼用シャ
ッター１４として採用され得る。
【００１７】
　図１の電気光学装置２０は、電気光学パネル２４と制御回路２８とを具備する。電気光
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学パネル２４は、複数の画素回路４８が配列された画素部４２と、各画素回路４８を駆動
する駆動回路４４とを具備する。画素部４２には、相交差するＭ本の走査線４６２とＮ本
のデータ線４６４とが形成される（ＭおよびＮは自然数）。各画素回路４８は、走査線４
６２とデータ線４６４との各交差に対応して縦Ｍ行×横Ｎ列の行列状に配列される。
【００１８】
　駆動回路４４は、各走査線４６２に走査信号Ｇ1～ＧMを出力することにより各走査線４
６２を順次に選択する走査線駆動回路４４１と、走査線４６２の選択に同期してＮ本のデ
ータ線４６４の各々に階調電位ＶGを供給するデータ線駆動回路４４３とを含んで構成さ
れる。階調電位ＶGは、外部回路から供給される画像信号ＶIDで指定される階調（すなわ
ち表示画像の各画素値）に応じて可変に設定され、所定の基準電位に対する極性が周期的
に反転する。
【００１９】
　図２は、各画素回路４８の回路図である。図２に示すように、各画素回路４８は、液晶
素子ＣLと選択スイッチ４８７とを含んで構成される。液晶素子ＣLは、相対向する画素電
極４８１および共通電極４８３と両電極間の液晶４８５とで構成された電気光学素子であ
る。画素電極４８１と共通電極４８３との間の印加電圧に応じて液晶４８５の透過率が変
化する。
【００２０】
　選択スイッチ４８７は、走査線４６２にゲートが接続されたＮチャネル型の薄膜トラン
ジスターで構成され、液晶素子ＣLとデータ線４６４との間に介在して両者の電気的な接
続（導通／非導通）を制御する。したがって、画素回路４８（液晶素子ＣL）は、選択ス
イッチ４８７がオン状態に制御されたときのデータ線４６４の電位（階調電位ＶG）に応
じた階調を表示する。なお、液晶素子ＣLに対して並列に接続される補助容量等の図示は
省略されている。
【００２１】
　図１の制御回路２８は、電気光学パネル２４を制御する表示制御回路５２と、立体視用
眼鏡１０を制御する眼鏡制御回路５４を含んで構成される。なお、表示制御回路５２と眼
鏡制御回路５４とを単体の集積回路に搭載した構成や、表示制御回路５２と眼鏡制御回路
５４とを別体の集積回路に分散した構成が採用され得る。以下では、図３を参照して制御
回路２８の具体的な動作を説明する。
【００２２】
　制御回路２８の表示制御回路５２は、相互に視差が付与された右眼用画像ＧRと左眼用
画像ＧLとを時分割で表示するように電気光学パネル２４を制御する。図３に示すように
、電気光学パネル２４の動作期間は複数の単位期間Ｕ（ＵR，ＵL）に区分される。右眼用
画像ＧRを表示するための右単位期間ＵRと左眼用画像ＧLを表示するための左単位期間ＵL
とが交互に設定される。右単位期間ＵRおよび左単位期間ＵLの各々は、画像更新期間Ｐre
fと表示期間Ｐdisとを含んで構成される。画像更新期間Ｐrefは表示期間Ｐdisの開始前（
直前）に位置する。右単位期間ＵRの画像更新期間Ｐrefでは、直前の左単位期間ＵLの表
示期間Ｐdisで表示されていた左眼用画像ＧLが右眼用画像ＧRに書き換えられ、左単位期
間ＵLの画像更新期間Ｐrefでは、直前の右単位期間ＵRの表示期間Ｐdisで表示されていた
右眼用画像ＧRが左眼用画像ＧLに書き換えられる。
【００２３】
　図３に示すように、表示制御回路５２は、各単位期間Ｕにおいて、書込モードを選択し
て駆動回路４４を制御する。書込モードには、単数本順次書込モードＷserおよび複数本
書込モードＷmulが含まれる。図３に示すように、各単位期間Ｕ内の画像更新期間Ｐrefで
は駆動回路４４が複数本書込モードＷmulで動作し、表示期間Ｐdisでは駆動回路４４が単
数本順次書込モードＷserで動作するように、表示制御回路５２は駆動回路４４を制御す
る。
【００２４】
　単数本順次書込モードＷserは、各画素回路４８に対して１行ごとに階調電位ＶGを供給
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する（書込む）動作モードであり、複数本書込モードＷmulは、各画素回路４８に対して
ｋ行ごとに階調電位ＶGを供給する動作モードである。以下では、ｋ＝２の場合を具体例
として駆動回路４４の動作を説明する。また、以下では、１本の走査線４６２に対応する
Ｎ個の画素回路４８が表示する画像（すなわち表示画像の１行分）を「画像ライン」と表
記する。
【００２５】
　図４に示すように、各単位期間Ｕ（ＵR，ＵL）の表示期間Ｐdisでは、Ｍ本の走査線４
６２を水平走査期間Ｈごとに順次に１本ずつ選択するように（単数本順次書込モードＷse
r）、表示制御回路５２は走査線駆動回路４４１を制御する。したがって、表示期間Ｐdis
は、Ｍ個の水平走査期間（Ｍ×Ｈ）で構成される。
【００２６】
　具体的には、図５に示すように、表示期間Ｐdis内のＭ個の水平走査期間Ｈのうち第ｍa
番目（ｍa＝１～Ｍ）の水平走査期間Ｈでは、第ｍa行の１本の走査線４６２が選択され、
かつ、表示画像のうち第ｍa行の第ｎ列（ｎ＝１～Ｎ）の画素の階調に対応する階調電位
ＶGが第ｎ列のデータ線４６４に供給される。右単位期間ＵRでは右眼用画像ＧRに応じて
階調電位ＶGが設定され、左単位期間ＵLでは左眼用画像ＧLに応じて階調電位ＶGが設定さ
れる。
【００２７】
　他方、図４に示すように、各単位期間Ｕ（ＵR，ＵL）の画像更新期間Ｐrefでは、相隣
り合う２本（ｋ本）を単位として各走査線４６２を水平走査期間Ｈごとに順次に選択する
ように（複数本書込モードＷmul）、表示制御回路５２は走査線駆動回路４４１を制御す
る。したがって、画像更新期間Ｐrefは、Ｍ/２個の水平走査期間Ｈ（（Ｍ/２）×Ｈ）で
構成される。
　なお、走査線の総数Ｍが奇数の場合は、画像更新期間Ｐrefは、（Ｍ+１）/２個の水平
走査期間Ｈ（（（Ｍ+１）/２）×Ｈ）で構成される。以下、他の実施形態においても同様
である。
【００２８】
　画像更新期間Ｐrefにて同時に選択される２本の走査線４６２に対応して縦方向に隣接
する（すなわち同一のデータ線４６４に接続される）２つの画素回路４８には、共通の階
調電位ＶGが供給される。具体的には、画像更新期間Ｐref内のＭ/２個の水平走査期間Ｈ
のうち第ｍb番目（ｍb＝１～Ｍ/２）の水平走査期間Ｈでは、第（２ｍb－１）行と第２ｍ
b行の２本の走査線４６２が同時に選択され、かつ、表示画像のうち第（２ｍb－１）行の
第ｎ列の画素の階調に対応する階調電位ＶGが第ｎ列のデータ線４６４に供給される。例
えば、図６に示すように、画像更新期間Ｐref内の第１番目の水平走査期間Ｈでは第１行
および第２行の各画素回路に画像ライン＃１に対応する階調電位ＶGが供給され、第２番
目の水平走査期間Ｈでは第３行および第４行の各画素回路に画像ライン＃３に対応する階
調電位ＶGが供給される。右単位期間ＵRでは右眼用画像ＧRに応じて階調電位ＶGが設定さ
れ、左単位期間ＵLでは左眼用画像ＧLに応じて階調電位ＶGが設定される。
【００２９】
　以上に説明したように、単数本順次書込モードＷserおよび複数本書込モードＷmulにお
いて水平走査期間Ｈの長さが同じであれば、複数本書込モードＷmulで各画素回路４８に
階調電位ＶGを供給するのに必要な時間長（（Ｍ/２）×Ｈ）は、単数本順次書込モードＷ
serで各画素回路４８に階調電位ＶGを供給するのに必要な時間長（Ｍ×Ｈ）の１／２倍（
１／ｋ倍）となる。他方、複数の画素回路４８にｋ行単位で同一の階調電位ＶGを書き込
む複数本書込モードＷmulによる表示画像は、単数本順次書込モードＷserにて１行単位で
階調電位ＶGを画素回路４８に書き込んだ場合の表示画像の解像度（以下「目標解像度」
という）に対して、縦方向の解像度が１／２倍（１／ｋ倍）となる。すなわち、複数本書
込モードＷmulによる画像書込では、単数本順次書込モードＷserによる画像書込と比較し
て、表示画像の解像度は低下するが画像書込に必要な時間長が短縮される。
【００３０】
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　右単位期間ＵR内の画像更新期間Ｐrefでは、直前の左単位期間ＵLの表示期間Ｐdisで表
示された左眼用画像ＧLが２行ごとに右眼用画像ＧRに変化し、左単位期間ＵL内の画像更
新期間Ｐrefでは、直前の右単位期間ＵRの表示期間Ｐdisで表示された右眼用画像ＧRが２
行ごとに左眼用画像ＧLに変化する。すなわち、画像更新期間Ｐref内では右眼用画像ＧR
と左眼用画像ＧLとが混在する。
【００３１】
　制御回路２８の眼鏡制御回路５４は、立体視用眼鏡１０の右眼用シャッター１２および
左眼用シャッター１４の各々の状態（開状態／閉状態）を、上述した電気光学パネル２４
の動作に同期して制御する。具体的には、眼鏡制御回路５４は、右単位期間ＵRの表示期
間Ｐdisにて右眼用シャッター１２を開状態に制御するとともに左眼用シャッター１４を
閉状態に制御し、左単位期間ＵLの表示期間Ｐdisにて右眼用シャッター１２を閉状態に制
御するとともに左眼用シャッター１４を開状態に制御する。したがって、右単位期間ＵR
の表示期間Ｐdisで表示される右眼用画像ＧRは右眼用シャッター１２を透過して観察者の
右眼に到達するとともに左眼用シャッター１４で遮断され、左単位期間ＵLの表示期間Ｐd
isで表示される左眼用画像ＧLは左眼用シャッター１４を透過して観察者の左眼に到達す
るとともに右眼用シャッター１２で遮断される。右眼用シャッター１２を透過した右眼用
画像ＧRを右眼で視認するとともに左眼用シャッター１４を透過した左眼用画像ＧLを左眼
で視認することで、観察者は表示画像に立体感を知覚する。
【００３２】
　また、眼鏡制御回路５４は、画像更新期間Ｐrefにて右眼用シャッター１２および左眼
用シャッター１４の双方を閉状態に制御する。前述のように画像更新期間Ｐrefでは表示
画像が右眼用画像ＧRおよび左眼用画像ＧLの一方から他方にｋ行ごとに変化するが、右眼
用シャッター１２および左眼用シャッター１４の双方が閉状態に制御されるから、画像更
新期間Ｐrefでの右眼用画像ＧRと左眼用画像ＧLとの混在（クロストーク）は観察者に知
覚されない。すなわち、右眼用画像ＧRと左眼用画像ＧLとが確実に右眼および左眼に分離
されるから観察者に明確な立体感を知覚させることが可能である。
【００３３】
　以上の形態においては、各単位期間Ｕの画像更新期間Ｐrefにおいては複数本書込モー
ドＷmulで各画素回路４８に階調電位ＶGが供給されるから、各単位期間Ｕにおいて単数本
順次書込モードＷserのみで各画素回路４８に階調電位ＶGを供給する構成と比較すると、
右眼用シャッター１２および左眼用シャッター１４の双方が閉状態となる画像更新期間Ｐ
refの時間長が短縮される。したがって、観察者が認識する表示画像の明るさを向上する
ことが可能である。また、画像更新期間Ｐrefでは表示画像の縦方向の解像度が低下する
が、画像更新期間Ｐrefの直後の表示期間Ｐdisでは単数本順次書込モードＷserで各画素
回路４８に階調電位ＶGが供給されるから、表示画像の解像度の低下は観察者に認識され
ない。
【００３４】
＜Ｂ：第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態を説明する。なお、以下に例示する各態様において作用や
機能が第１実施形態と同等である要素については、以上の説明で参照した符号を流用して
各々の詳細な説明を適宜に省略する。
【００３５】
　図７は、第２実施形態における制御回路２８の動作例を示す。第２実施形態においては
、駆動回路４４の書込モードとして、第１実施形態と同様の単数本順次書込モードＷser
および複数本書込モードＷmulに加えて、単数本スキップ書込モードＷskipが採用される
。
【００３６】
　図７に示すように、各単位期間Ｕは、画像更新期間Ｐrefと第１表示期間ＰdisAと第２
表示期間ＰdisBとを含む。画像更新期間Ｐrefでは駆動回路４４が複数本書込モードＷmul
で動作し、第１表示期間ＰdisAでは駆動回路４４が単数本スキップ書込モードＷskipで動
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作し、第２表示期間ＰdisBでは駆動回路４４が単数本順次書込モードＷserで動作するよ
うに、表示制御回路５２は駆動回路４４を制御する。第２表示期間ＰdisBはＭ個の水平走
査期間Ｈを含んで構成され、画像更新期間ＰrefはＭ/２個（Ｍ/ｋ）の水平走査期間Ｈを
含んで構成される。
【００３７】
　複数本書込モードＷmulが選択される画像更新期間Ｐrefでは、第１実施形態と同様に、
２本単位で選択された走査線４６２に対応する各画素回路４８に対して、１つの画像ライ
ンに対応する階調電位ＶGが供給される。そして、画像更新期間Ｐrefの直後の第１表示期
間ＰdisAでは、図８に示すように、水平走査期間Ｈごとに各走査線が１本おきに選択され
るように表示制御回路５２は駆動回路４４を制御する。すなわち、直前の画像更新期間Ｐ
refの各水平走査期間Ｈにて同時に選択された２本の走査線のうち書込の対象となった画
像ラインに対応する走査線４６２以外の走査線４６２を走査線駆動回路４４１が水平走査
期間Ｈごとに順次に選択し、データ線駆動回路４４３が右眼用画像ＧRまたは左眼用画像
ＧLに対応する階調電位ＶGをデータ線４６４に供給する。したがって、第１表示期間Ｐdi
sAはＭ/２個の水平走査期間Ｈを含んで構成される。
【００３８】
　すなわち、第１表示期間ＰdisA内のＭ/２個の水平走査期間Ｈのうち第ｍb番目（ｍb＝
１～Ｍ/２）の水平走査期間Ｈでは、第２ｍb行の走査線４６２が選択され、かつ、表示画
像のうち第２ｍb行の第ｎ列の画素の階調に対応する階調電位ＶGが第ｎ列のデータ線４６
４に供給される。例えば、図９に示すように、第１表示期間ＰdisA内の第１番目の水平走
査期間Ｈでは第２行の各画素回路４８に画像ライン＃２に対応する階調電位ＶGが供給さ
れ、第２番目の水平走査期間Ｈでは第４行の各画素回路に画像ライン＃４に対応する階調
電位ＶGが供給される。第(２ｍb－１)行の各走査線４６２は第１表示期間ＰdisAでは選択
されない。右単位期間ＵRでは右眼用画像ＧRに応じて階調電位ＶGが設定され、左単位期
間ＵLでは左眼用画像ＧLに応じて階調電位ＶGが設定される。
【００３９】
　なお、画像更新期間Ｐrefおよび第１表示期間ＰdisAの各々にて各画素回路４８に供給
される階調電位ＶGに対応する画像ラインの番号や、第１表示期間ＰdisAにて選択される
走査線４６２の行番号は適宜に変更される。例えば、画像更新期間Ｐref内の第ｍb番目の
水平走査期間Ｈでは、第（２ｍb－１）行と第２ｍb行の２本の走査線４６２が同時に選択
され、かつ、表示画像のうち第２ｍb行の第ｎ列の画素の階調（画像ライン＃２ｍb）に対
応する階調電位ＶGが第ｎ列のデータ線４６４に供給される。その後の第１表示期間Ｐdis
A内の第ｍb番目の水平走査期間Ｈでは、第（２ｍb－１）行の走査線４６２が選択され、
かつ、表示画像のうち第（２ｍb－１）行の第ｎ列の画素の階調（画像ライン＃（２ｍb－
１））に対応する階調電位ＶGが第ｎ列のデータ線４６４に供給されてもよい。
【００４０】
　第１表示期間ＰdisAにおける単数本スキップ書込モードＷskipによる書込みの後、第２
表示期間ＰdisBにおいて単数本順次書込モードＷserによる書込みが行われる。この単数
本順次書込モードＷserによる書込みは、第１実施形態と同様に行われるので、記載を省
略する。
【００４１】
　図７に示すように、制御回路２８の眼鏡制御回路５４は、右単位期間ＵRの表示期間Ｐd
is（ＰdisA，ＰdisB）にて右眼用シャッター１２を開状態に制御するとともに左眼用シャ
ッター１４を閉状態に制御し、左単位期間ＵLの表示期間Ｐdis（ＰdisA，ＰdisB）にて右
眼用シャッター１２を閉状態に制御するとともに左眼用シャッター１４を開状態に制御す
る。各単位期間Ｕの画像更新期間Ｐrefにて右眼用シャッター１２および左眼用シャッタ
ー１４の双方が閉状態に制御される点は第１実施形態と同様である。したがって、第１実
施形態と同様の効果が実現される。
【００４２】
　画像更新期間Ｐrefの終点では、目標解像度（Ｍ×Ｎ）と比較して縦方向の解像度が１/
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２に低減された画像が表示されるが、第１表示期間ＰdisAの開始直後から、単数本スキッ
プ書込モードＷskipによる画像書込みが開始されて、複数本書込モードＷmulでは書き込
まれなかった画像ラインが補完的に書き込まれる。したがって、第１表示期間ＰdisAの終
点では、解像度の低下が解消されて目標解像度の画像が表示される。前述のとおり、単数
本スキップ書込モードＷskipでの書込みに要する時間は単数本順次書込モードＷserでの
書込に必要な時間より短い。したがって、本実施形態の構成によれば、複数本書込モード
Ｗmulによる書込みの後に単数本順次書込モードＷserによる書込を行う第１実施形態と比
較して、目標解像度の画像が表示されるまでの時間を短縮することが可能である。
【００４３】
　上述の実施形態では、単数本スキップ書込モードＷskipの第１表示期間ＰdisAと単数本
順次書込モードＷserの第２表示期間ＰdisBとの双方を単位期間Ｕに含ませたが、第２表
示期間ＰdisBは省略され得る。すなわち、図１０に示すように、各単位期間Ｕにおいて画
像更新期間Ｐrefと第１表示期間ＰdisAのみを設定して、複数本書込モードＷmulによる画
像書込と単数本スキップ書込モードＷskipによる画像書込のみを行ってもよい。この構成
によれば、単数本順次書込モードＷserによる画像書込を行わないので、右眼用画像ＧRと
左眼用画像ＧLとを切り替える周期を短くすることができる。
【００４４】
　ただし、単数本スキップ書込モードＷskipによる画像書込の直後に単数本順次書込モー
ドＷserによる画像書込を行う構成であれば、図５に示すように、その単数本順次書込モ
ードＷserによる画像書込の期間は右眼用シャッター１２または左眼用シャッター１４を
開状態にできるため、各単位期間Ｕに占める表示期間Ｐdisの長さを相対的に長くするこ
とができる。したがって、観察者が認識する表示画像の明るさを向上することができると
共に、表示ムラも低減して表示画像の画質を向上することができる。特に、投射型表示装
置のように高輝度の光が投射される場合に、それらの効果は格別に顕著である。
【００４５】
＜Ｃ：走査線駆動回路の構成例＞
　図１１は、以上の各形態における走査線駆動回路４４１の模式図である。走査線駆動回
路４４１は、信号生成回路１００と、走査線４６２の本数に相当するＭ個のＡＮＤ回路１
３０とを具備する。信号生成回路１００は、Ｍ段のシフトレジスタ１１０とＭ個のＡＮＤ
回路１２０とを具備する。シフトレジスタ１１０には表示制御回路５２からスタートパル
スＤYとクロック信号ＣLYとが供給される。
【００４６】
　シフトレジスタ１１０は、クロック信号ＣLYに同期してスタートパルスＤYを順次に転
送することで転送パルスＱ1、Ｑ2、・・・、ＱMを出力する。第ｍ番目（ｍ＝１～Ｍ）の
ＡＮＤ回路１２０は、前段の転送パルスＱm-1（第１番目のＡＮＤ回路１２０においては
スタートパルスＤY）と自段の転送パルスＱmとの論理積を制御パルスＲmとして出力する
。すなわち、信号生成回路１００は、供給されたスタートパルスＤYとクロック信号ＣLY
に基づいて、Ｍ系統の制御パルスＲ1、Ｒ2、・・・、ＲMを順次に出力する。第ｍ番目の
ＡＮＤ回路１３０は、信号生成回路１００から出力された制御パルスＲmと、表示制御回
路５２から供給される許可信号ＥNBY（ＥNBY１～４のいずれか１つ）との論理積を、走査
信号Ｇmとして第ｍ行の走査線４６２に出力する。相隣り合う４個を単位としてＭ個のＡ
ＮＤ回路１３０を複数（Ｍ/４個）の集合に区分した場合、各集合における第ｉ番目（ｉ
＝１～４）のＡＮＤ回路１３０に許可信号ＥNBYiが供給される。
【００４７】
　図１２に、複数本書込モードＷmulにおける走査線駆動回路４４１の動作例を示す。図
１２に示すように、Ｍ系統の制御パルスＲ1、Ｒ2、・・・、ＲMのうち相隣り合う２系統
は相互に重複する区間を有する。そして、相隣り合う２系統の制御パルスＲが重複する期
間内において、それらの制御パルスＲに対応するＡＮＤ回路１３０の各々に供給される許
可信号ＥNBYが同時にアクティブレベルに設定される。例えば、制御パルスＲ1と制御パル
スＲ2とが重複する期間においては、許可信号ＥNBY１および許可信号ＥNBY２が同時にア
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クティブレベルに設定され、制御パルスＲ3と制御パルスＲ4とが重複する期間においては
、許可信号ＥNBY３および許可信号ＥNBY４が同時にアクティブレベルに設定される。した
がって、前述の各実施形態で説明したように、相隣り合う２本の走査線４６２に供給され
る走査信号が同時にアクティブレベルに設定される。
【００４８】
　図１３に、単数本スキップ書込モードＷskipにおける走査線駆動回路４４１の動作例を
示す。単数本スキップ書込モードＷskipでは、相隣り合う２系統の制御パルスＲが重複す
る期間内において、それらの制御パルスＲに対応するＡＮＤ回路１３０に供給される許可
信号ＥNBYのいずれか１つがアクティブレベルに設定される。例えば、制御パルスＲ1と制
御パルスＲ2との重複期間においては、許可信号ＥNBY２のみがアクティブレベルに設定さ
れ、制御パルスＲ3と制御パルスＲ4との重複期間においては、許可信号ＥNBY４のみがア
クティブレベルに設定される。したがって、Ｍ本の走査線４６２のうち偶数行の各走査線
４６２に供給される走査信号が順次にアクティブレベルに設定される。
【００４９】
　図１４に、単数本順次書込モードＷserにおける走査線駆動回路４４１の動作例を示す
。単数本順次書込モードＷserにおいては、複数本書込モードＷmulおよび単数本スキップ
書込モードＷskipと比較して、クロック信号ＣLYの周期が２倍に設定される。したがって
、相隣り合う２系統の制御パルスＲは相互に重複しない。第ｍ番目の制御パルスＲmの期
間内に、第ｍ番目のＡＮＤ回路１３０に供給される許可信号ＥNBYがアクティブレベルに
設定される。したがって、走査信号Ｇ1～ＧMの各々が順次にアクティブレベルに設定され
る。
【００５０】
　以上に説明したように、図１１に例示した構成の走査線駆動回路４４１によれば、許可
信号ＥNBY1～ＥNBY4およびクロック信号ＣLYを制御することで、複数本書込モードＷmul
と単数本順次書込モードＷserと単数本スキップ書込モードＷskipとを任意に切り換える
ことが可能である。
【００５１】
＜Ｄ：データ線駆動回路の構成例＞
　図１５は、以上の各形態におけるデータ線駆動回路４４３の模式図である。データ線駆
動回路４４３は、信号供給回路６２と信号分配回路６４とを含んで構成される。データ線
駆動回路４４３は、走査線駆動回路４４１による各走査線４６２の選択に同期してＮ本の
データ線４６４の各々の電位ＶGを制御する。信号供給回路６２は、集積回路（チップ）
の形態で実装され、走査線駆動回路４４１および信号分配回路６４は、画素回路４８とと
もに基板の表面に形成された薄膜トランジスターで構成される。ただし、走査線駆動回路
４４１およびデータ線駆動回路４４３の実装の形態は任意に変更される。Ｎ本のデータ線
４６４は、相隣り合うＴ本を単位としてＳ個（Ｓ＝Ｎ／Ｔ）の配線群Ｂ[1]～Ｂ[S]に区分
される。信号供給回路６２と信号分配回路６４とは、相異なる配線群Ｂ[s]に対応するＳ
本の制御線１６で相互に接続される。
【００５２】
　図１５の信号供給回路６２は、表示制御回路５２から供給されるスタートパルスＤX、
クロック信号ＣLXおよび画像信号ＶIDに基づいて、相異なる配線群Ｂ[s] （ｓ＝１～Ｓ）
に対応するＳ系統の制御信号Ｃ[1]～Ｃ[S]を各制御線１６に並列に供給する。供給された
制御信号Ｃ[1]～Ｃ[S]の各々が選択信号ＳEL[t]（ｔ＝１～Ｔ）により選択されて階調電
位ＶGとなり、複数のデータ線４６４に供給される。
【００５３】
　図１５に示すように、信号分配回路６４は、相異なる配線群Ｂ[s]に対応するＳ個の分
配回路６６[1]～６６[S]を具備する。第ｓ番目の分配回路６６[s]は、第ｓ番目の制御線
１６に供給される制御信号Ｃ[s]を配線群Ｂ[s]のＴ本のデータ線４６４の各々に分配する
回路（デマルチプレクサ）であり、配線群Ｂ[s]の相異なるデータ線４６４に対応するＴ
個のスイッチ６８[1]～６８[T]を含んで構成される。分配回路６６[s]の第ｔ番目のスイ
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ッチ６８[t]は、配線群Ｂ[s]のＴ本のデータ線４６４のうち第ｔ列目のデータ線４６４と
Ｓ本の制御線１６のうち第ｓ番目の制御線１６との間に介在して両者間の電気的な接続（
導通／非導通）を制御する。表示制御回路５２が生成した各選択信号ＳEL[t]は、Ｓ個の
分配回路６６[1]～６６[s]の各々における第ｔ番目のスイッチ６８[t]（信号分配回路６
４内で合計Ｓ個のスイッチ６８[t]）のゲートに並列に供給される。Ｔ系統の選択信号ＳE
L[t]が１本の走査線４６２が選択される期間内に順次にアクティブレベルに設定されて、
Ｔ個のスイッチ６８[1]～６８[T]が順次に導通状態となることにより、第ｓ番目の分配回
路６６[s]に供給される制御信号Ｃ[s]が、配線群Ｂ[s]内のＴ本のデータ線４６４の各々
に時分割で分配される。
【００５４】
＜Ｅ：変形例＞
　以上の各形態は多様に変形され得る。具体的な変形の態様を以下に例示する。以下の例
示から任意に選択された２以上の態様は適宜に併合され得る。
【００５５】
　上述の実施形態では、複数本書込モードＷmulにおける走査線４６２の選択単位が２本
（ｋ＝２）である場合を説明したが、同時に選択される走査線４６２の本数は３本以上で
あってもよい。同時に全ての走査線４６２が選択されてもよい。
【００５６】
　画像更新期間Ｐrefで表示される画像（右眼用画像ＧR，左眼用画像ＧL）は任意である
。例えば、全画素が単一の階調（例えば白色や黒色や中間調）に設定された画像を画像更
新期間Ｐrefにて表示させてもよい。すなわち、画像更新期間Ｐrefでの表示画像は、右眼
用画像ＧRと左眼用画像ＧLとの混在が観察者に知覚されないように直前の表示画像（右眼
用画像ＧR，左眼用画像ＧL）を消去する画像であれば足り、直後の表示期間Ｐdisと共通
の画像である必要はない。
【００５７】
　上述の実施形態では、複数本書込モードＷmulと単数本順次書込モードＷserと単数本ス
キップ書込モードＷskipとの組合せが例示されたが、動作モードの組合せは任意である。
例えば、図１６に示すように、各単位期間Ｕ内の画像更新期間Ｐrefでは、表示制御回路
５２が複数本書込モードＷmulで動作するように駆動回路４４を制御し、表示期間Ｐdisで
は、複数本書込モードＷmulで動作するように駆動回路４４を制御してもよい。
　この構成によれば、走査線駆動回路４４１は複数の走査線４６２を１本ずつ順次に選択
する必要がないため、走査線４６２を駆動するのに必要な走査線駆動回路４４１の能力が
低く抑えられる。したがって、走査線駆動回路４４１に駆動速度の遅い回路を用いた場合
でも、電気光学パネル２４に画像を表示することが可能となる。
【００５８】
　各画素回路４８に対する階調電位ＶGの供給（駆動回路４４の動作）を停止する保持期
間を設けてもよい。例えば、第１実施形態や図１０の構成では表示期間Ｐdisの直後に保
持期間が設定され、第２実施形態では第２表示期間ＰdisBの直後に保持期間が設定される
。液晶素子ＣLは容量素子として機能するから、画素電極４８１の電位は、保持期間にお
いても直前に供給された階調電位ＶGに保持される。すなわち、表示期間Ｐdisでの表示画
像が保持期間でも保持される。
　保持期間では、右眼用シャッター１２または左眼用シャッター１４が直前の表示期間Ｐ
disから引き続き開状態に維持される。したがって、観察者が認識する表示画像の明るさ
が向上する。また、保持期間では階調電位ＶGの供給が停止するため、保持期間を設けな
い構成と比較して、駆動回路４４の消費電力を低減することが可能である。
【００５９】
　上述の各実施形態では、画像更新期間Ｐrefの始点から終点まで右眼用シャッター１２
と左眼用シャッター１４との双方を閉状態に制御したが、右眼用シャッター１２と左眼用
シャッター１４との双方を閉状態に制御する期間は適宜に変更される。例えば、右眼用画
像ＧRと左眼用画像ＧLとの混在が観察者に実質的に知覚されない範囲内であれば、画像更
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新期間Ｐrefの終点の到来前に右眼用シャッター１２および左眼用シャッター１４の一方
を開状態に変化させてもよい。この場合には、右眼用シャッター１２または左眼用シャッ
ター１４の相対的な開時間が長くなり、観察者が認識する表示画像の明るさがより向上す
る。また、表示期間Ｐdisの開始後に右眼用シャッター１２および左眼用シャッター１４
の一方を開状態に変化させてもよい。この場合には、目標解像度よりも解像度が低い画像
を観察者が視認する期間を短縮でき、観察者が認識する表示画像の品質が向上する。
【００６０】
　階調電位ＶGの極性（液晶素子ＣLの印加電圧の極性）を反転させる周期は任意である。
例えば、図１７に示すように、画像更新期間Ｐrefと第１表示期間ＰdisAと第２表示期間
ＰdisBとを各単位期間Ｕに含ませる第２実施形態では、画像更新期間Ｐrefおよび第１表
示期間ＰdisAにおける階調電位ＶGと第２表示期間ＰdisAにおける階調電位ＶGとが逆極性
に設定される。さらに、相前後する右単位期間ＵRと左単位期間ＵLとの組毎に階調電位Ｖ
Gを逆極性に設定する構成も好適である。
【００６１】
　図１７に例示したように、画像更新期間Ｐrefと第１表示期間ＰdisAとで階調電位ＶGを
同極性とした場合、相隣接する行同士で階調電位ＶGが同極性となるから、例えば相隣接
する行同士で階調電位ＶGが逆極性に設定される構成（例えば画像更新期間Ｐrefと第１表
示期間ＰdisAとで階調電位ＶGを逆極性とした構成）と比較して、ディスクリネーション
やリーク等の発生を抑制することが可能である。なお、各画素回路の間隔が狭いほど逆極
性書込の影響は顕著となるから、前述の例示のように相隣接する行同士で階調電位ＶGを
同極性とする構成は、各画素回路が高精細に配置された構成（例えば投射型表示装置に利
用される電気光学パネル）にとって格別に好適である。
【００６２】
＜Ｆ：応用例＞
　以上の各形態に例示した電気光学装置２０は、各種の電子機器に利用され得る。図１８
から図２０には、電気光学装置２０を採用した電子機器の具体的な形態が例示されている
。
【００６３】
　図１８は、電気光学装置２０を採用した可搬型のパーソナルコンピュータの斜視図であ
る。パーソナルコンピュータ２０００は、各種の画像を表示する電気光学装置２０と、電
源スイッチ２００１やキーボード２００２が設置された本体部２０１０とを具備する。
【００６４】
　図１９は、電気光学装置２０を適用した携帯電話機の斜視図である。携帯電話機３００
０は、複数の操作ボタン３００１およびスクロールボタン３００２と、各種の画像を表示
する電気光学装置２０とを備える。スクロールボタン３００２を操作することによって、
電気光学装置２０に表示される画面がスクロールされる。
【００６５】
　図２０は、電気光学装置２０を適用した投射型表示装置（３板式のプロジェクタ）４０
００の模式図である。投射型表示装置４０００は、相異なる表示色（赤色，緑色，青色）
に対応する３個の電気光学パネル２４（２４R，２４G，２４B）と図示しない制御回路と
を含んで構成される。照明光学系４００１は、照明装置（光源）４００２からの出射光の
うち赤色成分ｒを電気光学パネル２４Rに供給し、緑色成分ｇを電気光学パネル２４Gに供
給し、青色成分ｂを電気光学パネル２４Bに供給する。各電気光学パネル２４は、照明光
学系４００１から供給される各単色光を表示画像に応じて変調する光変調器（ライトバル
ブ）として機能する。投射光学系４００３は、各電気光学パネル２４からの出射光を合成
して投射面４００４に投射する。
【００６６】
　なお、本発明に係る電気光学装置が適用される電子機器としては、図１８から図２０に
例示した機器のほか、携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assistants），デジタ
ルスチルカメラ，テレビ，ビデオカメラ，カーナビゲーション装置，車載用の表示器（イ
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ンパネ），電子手帳，電子ペーパー，電卓，ワードプロセッサ，ワークステーション，テ
レビ電話，ＰＯＳ端末，プリンタ，スキャナ，複写機，ビデオプレーヤ，タッチパネルを
備えた機器等などが挙げられる。
【符号の説明】
【００６７】
　１０…立体視用眼鏡、１００…信号生成回路、１２…右眼用シャッター、１４…左眼用
シャッター、２０…電気光学装置、２４…電気光学パネル、２８…制御回路、４２…画素
部、４４…駆動回路、４４１…走査線駆動回路、４４３…データ線駆動回路、４６２…走
査線、４６４…データ線、４８…画素回路、５２…表示制御回路、５４…眼鏡制御回路、
ＣL…液晶素子、ＣLY…クロック信号、ＤY…スタートパルス、ＥNBY…許可信号、Ｇm…走
査信号、ＧL…左眼用画像、ＧR…右眼用画像、Ｐref…画像更新期間、Ｐdis…表示期間、
Ｑm…転送パルス、Ｒm…制御パルス、Ｕ…単位期間、ＶG…階調電位、Ｗmul…複数本書込
モード、Ｗser…単数本順次書込モード、Ｗskip…単数本スキップ書込モード。
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